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住宅用火災警報器交換推進
キャラクター“とりカエル”

消防
広報

◆第１分団　象潟地区

　第１部１班（象潟元町）

　　　　２班（象潟元町）

　第２部１班（象潟元町）

　　　　２班（象潟元町）

◆第２分団　上郷地区

　第１部１班（小滝）

　　　　２班（石名坂）

　第２部１班（本郷）

　　　　２班（横岡）

　第３部１班（長岡）

　　　　２班（大森）

　　　　３班（水岡）

◆第３分団　上浜地区

　第１部１班（関）

　　　　２班（中ノ沢）

　第２部１班（川袋）

　　　　２班（大砂川）

　第３部１班（小砂川）

　　　　２班（大須郷）

◆第４分団　金浦地区

　第１部１班（金浦元町）

　　　　２班（赤石）

　　　　３班（黒川）

　第２部１班（大竹）

　　　　２班（前川）

◆第５分団　平沢地区

　第１部１班（平沢）

　　　　２班（室沢）

　第２部１班（三森）

　　　　２班（芹田）

　　　　３班（鈴）

　第３部１班（琴浦）

　　　　２班（両前寺）

◆第６分団　院内地区

　第１部１班（院内）

　　　　２班（小国）

　　　　３班（馬場）

　第２部１班（田抓）

　　　　２班（杉山）

　第３部１班（釜ケ台）

　　　　２班（冬師）

◆第７分団　小出地区

　第１部１班（伊勢居地）

　　　　２班（中野）

　第２部１班（畑）

　　　　２班（桂坂）

　第３部１班（百目木）

　　　　２班（立居地）

　　　　３班（樋ノ口）　

◆三共株式会社

◆丸大機工株式会社

◆コマツ建設株式会社

◆森建設工業株式会社

◆ＴＤＫ秋田株式会社　金浦工場

◆ＴＤＫ株式会社　にかほ工場

◆ＴＤＫ株式会社　鳥海工場

◆ＴＤＫ株式会社　稲倉工場

◆積進工業株式会社

◆三和精鋼株式会社

◆社会福祉法人仁賀保中央福祉会障害者支援施設

　金浦療護園

◆株式会社協和工業

◆三衛クリーンサービス株式会社

◆社会福祉法人象潟健成会（特別養護老人ホーム

　蕉風苑）

◆秋田しんせい農業協同組合象潟支店

◆秋田しんせい農業協同組合仁賀保支店

◆秋田しんせい農業協同組合西部営農センター

◆秋田しんせい農業協同組合西部農機センター

◆コマツ建設株式会社

にかほ市消防団一覧

にかほ市消防団協力事業所

総務省消防庁協力事業所

大切な人、大切なまちを守る！

　消防団員　募　集　！！
　にかほ市では、消防団員（女性部、

バイク隊含む）を募集しています。

　詳しいお問合せは、にかほ市消

防本部総務課（☎３８−２３１１）ま

でご連絡

ください。

火事 救助救急

は１１９番へ！！

通報要領を正しく覚えて、

住宅用火災警報器

いざというときに
　確実に作動するように
　適切な維持管理をしましょう

！　ホコリが付いていると感知しに

　　くくなったり、誤作動の原因と

　　なります。最低１年に１回は乾

　　いた布で拭き取りましょう。

！　１カ月に１回を目安に作動確認

　　を行いましょう。正常な場合は

　　警報音または、正常をお知らせ

　　するメッセージが流れます。鳴

　　らない場合は故障または電池切

　　れが考えられます。取扱説明書

　　を確認しましょう。

！　住宅用火災警報器は１０年を目

　　安に交換しましょう。古くなる

　　と電子部品の寿命や電池切れな

　　　　　　　　　　　　　　どで火災を検知し

　　　　　　　　　　なくなるおそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０年を目安に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　交換をお勧め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。


